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	 ＜開発にあたって＞	

	 当社ではアナログ・ディスク再生用の専用フォノ・イコライザー・アンプとして、１９８８年にＵＴＹ-

６、１９９２年にＵＴＹ-７、をそれぞれ限定生産品という形で、発売させていただきました。	 	

限定生産品という形をとらせていただいたのは、アナログ・ディスクの愛用者がめっきり少なくなってしま

ったからです。	

しかし、最近になって再びアナログ・ディスクの愛用者の数が増えてきているように思われます。	 ＵＴ

Ｙ-７	 は５０台が限定生産を予定しておりましたが、５０台が１００台に、そして１００台が１５０台に、

という経過をたどってまいりました。	 	

こういった現実を考慮して、限定生産品という形ではなく、継続生産品という形で今回、アナログ・ディス

ク再生用の専用フォノ・イコライザー・アンプの、Ｕ・ＢＲＯＳ-２０を発売させていただく事になった次第

です。	

アナログ・ディスクは、人間の聴感特性を前提に、現実として考えてみた場合、サンプリング周波数が無

限大、ビット数も無限大、といった見方が出来るといっても決して誇張ではありません。	 ですから、演奏

／録音の優れたアナログ・ディスクの出現を、私自身も待望している次第です。	 と同時に、現実のＣＤに

代表されるディジタル・ソースではなく、ディジタル・ソースのハイ・サンプリング周波数化が進むことも

願っております。	 	

音の入口の部分であるプログラム・ソースのクォリティが低ければ、アンプやスピーカー・システムがハ
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イ・クォリティ化を図っても、ナチュラルなサウンドが得られないからです。	

	 現状のディジタル・ソースに対して、クラッシック音楽ファンは、弦が刺激的／人工的である、ジャズ・

ファンはアコースティックな響きが死んでしまっている、といったような不満を持っておられるようです。	

だからアナログ・ディスクが見直されているのでしょう。	 Ｕ・ＢＲＯＳ-２０は、前作のＵＴＹ-６や	 Ｕ

ＴＹ-７以上に情熱を燃やして開発いたしました。	

	 ＜ディザイン／形状について＞	

	 フォノ・イコライザー内蔵プリアンプのＵ・ＢＲＯＳ-１、フォノ・イコライザー・アンプのＵＴＹ-６、

同ＵＴＹ-７は、いずれもが電源部を独立させていました。	 ハムの問題、交流磁界が増幅部に及ぼす音の濁

りの問題を考えますと、電源部を独立させるのがベストといえます。	 ＵＴＹ-７では、こういった考え方を

徹底させて、増幅部には交流磁界を入れない設計とし、交流成分は音声信号のみ、といった形でまとめた次

第です。	 ＵＴＹ-７ではこういった設計に加えて、完璧といえるシールド・テクニックを駆使しております

ので、電源部の上に増幅部を置く、といった電源部と増幅部を接近させたセッティングを行っても、音質の

劣化が皆無という成果が得られております。	 こういった成果を活かして、シールドの完璧な電源部とシー

ルドの完璧な増幅部を、ワン・シャーシにまとめてしまう、といった形でＵ・ＢＲＯＳ-２０をまとめてみま

した。	 したがって、Ｕ・ＢＲＯＳ-２０は外観的には電源部／増幅部一体型ですが、内容的には電源部／増

幅部の完全独立型の性能を誇っています。	 寸法／形状はペアーとなるプリアンプのＵ・ＢＲＯＳ-２８と同

一としております。	 このＵ・ＢＲＯＳ-２０は、プリアンプのＵ・ＢＲＯＳ-２８の上（下）に置く、とい

った近接させたセッティングを行ったとしても、ハムを引いたり、音が濁ったりすることがありません。	 セ

ッティング・フリーとなっています。	

	 中身の電源部と増幅部の独立設計を反映させて、左サイドが電源部、右サイドが増幅部、といったパネル・

ディザインでまとめております。	 フロント・パネルは、アルミ引き抜き材によるシャンペン・ゴールド・

ヘアー・ライン加工仕上げ、ツマミはアルミ削り出し材によるシャンペン・ゴールド・スピン加工仕上げ、

としております。	 チーク材仕上げによるウッド・ケースは標準装備です。	 長年使用していただいてもア

キがこないように、シンプルなディザインとしております。	

	

	 ＜機能／アクセサリーについて＞	

	 電源部側にはパイロット・ランプとパワー・スイッチ、そして増幅部側には、フォノー1 とフォノー２を

切り替える入力セレクターしか設けていません。	 フォノー1	 とフォノー２における音質／音色差が全く無

い事にもご注目下さい。	 電源部のリアー・パネル面にはＡＣ／１００Ｖ用の、スイッチドＡＣコンセント

とアンスイッチドＡＣコンセントを	 それぞれ１個ずつ設けています。	 これらのＡＣコンセントは音質管

理を行っていますので、アナログ・プレイヤー・システムのＡＣ電源供給用などにお使い下さい。	

	

	 ＜機構設計について＞	

	 電源部と増幅部の間にシールド板を入れるという、安易な機構でなく前述のように、完全独立の電源部と、

完全独立の増幅部から構成されております。	 増幅部の左右チャンネルを、電気的／熱的に等条件としてい

ますのでステレオ再生におけるナチュラルな音場感／ホール感／定位感、が得られております。	

	

	 ＜使用部品について＞	

	 抵抗やコンデンサーなど全てのパーツは音質対策設計されたもので統一しております。	 使用真空管には、

現在生産されている中国製やロシア製のものではなく、昭和４０年代の後半に松下電器産業Ｋ.Ｋ.電子管事

業部が上杉研究所のために特注に応じてくれた、スペシャル・チューブを使用しております。	 こういった

真空管全盛期の技術で製造された真空管は、今となっては上杉研究所の宝物であります。	 使用真空管が優
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れていなければ、優れた真空管アンプとは成り得ません。	

パワー・トランスは当社の他のアンプと同じく、上杉研究所と世界のトランス・メーカーのタムラ製作所が、

お金に糸目をつけず共同で開発した高級品としています。	 	 	

	

	 ＜回路について＞	

	 長年の私の経験から独自の３段構成のＮＦ型としており、ネガティブ・フィード・バックを 2 段目のプレ

ートから 1 段目のカソードの戻し、さらにポジティブ・フィード・バックを併用する事により、ハイ・クォ

リティと高安定性を両立させています。	 ３段Ｋ－Ｋ方式ＮＦ型（俗にいうマランツ型）は、基本的にアン

プであってはならない発振現象を生じますので、敬遠しました。	 電源の安定化に関しましては、ヒーター

用、高圧用、ともにコスト・アップに結びつくことが欠点ですが、オーソドックスなπ型フィルターとして

おり、ダイオードやトランジスタによる安定化は、音質面から採用しておりません。	 ベルト・ドライブ型、

ダイレクト・ドライブ型、といったぐあいに駆動方式を問わず、どのようなターンテーブル・システムにも

マッチングするように設計しております。	 そして、電源ラインからのノイズの混入対策、空中からの高周

波ノイズの混入対策、を完璧にしておりますから、音を濁らせる要素がありません。	

	

＜配線について＞	

	 	 プリント・ボードによる配線ではなく、コスト的に非常に高くつくのが難点ですが、他の当社の現状の

アンプと同じく、熟練職人によるラグ板配線としております。	 プリント配線では、どのような高価な材料

を用いても、その材質の音がついてまわり、音が濁ってしまうからです。	 配線の美しさにも御注目下さい。	

ラグ板配線であっても、配線が美しくなければ美しい音は得られません。	

	

	 ＜特性について＞	

	 真空管はトランジスタに比べて、非常に高い電圧で動作します。	 Ｕ・ＢＲＯＳ-２０ではこのメリットを

生かし、トランジスタ式では得られぬハイ・ゲイン動作で大きなダイナミック・レンジを得ています。	 １

１０倍（４１ｄＢ）のハイ・ゲインを有し，１ＫＨｚにおける最大許容入力が４００ｍＶという値は、フォ

ノ・イコライザーとして世界最高、といってよいでしょう。	 	

ＳＮ比、セパレーション特性、歪率特性、など各種物理特性が優れているのはいうまでもありません。	

	 測定を行う場合には、測定器からの信号を扱います。	 通常こういった測定波形は、一定信号です。	 こ

れに対し、音楽波形は時間変化とともに刻々と変化しております。	 オーディオ・アンプは測定を行うため

のアンプではなく、音楽信号を伝送増幅するのですから、音楽波形をいかに忠実に伝送増幅するか、という

項目に注意しなければなりません。	 当社では、独自の音楽波形測定法を考案し、Ｕ・ＢＲＯＳ-２０を非常

に完成度の高い製品に仕上げております。	

	

	 ＜音質／音色ついて＞	

	 アナログ・ディスクならではの、みずみずしくて艶やかなサウンド、ナチュラルなサウンドを満喫してい

ただけることでしょう。	 Ｕ・ＢＲＯＳ-２０で再発見してください。	 マスター・テープがアナログではな

くディジタルのものでも、アナログらしい豊潤なサウンドを楽しんでいただけることを付け加えさせていた

だきます。	

（上杉	 佳郎	 記）	
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	 ＜主要規格＞	

	

	

	

	

	

	

	

	

 

製造・販売	 有限会社	 上杉研究所	
	
神戸工場	 	 	〒653-0053	

	 	 	 	 	 			神戸市長田区本庄町 6-3-6	

	 		Tel.078-737-3277	
横浜事業所	 	uesugilab@chive.ocn.ne.jp 

【製品お求めご試聴は当社へ】  

●型式：真空管式フォノ・イコライザー・アンプ	

●入力：	 ２系統	

●方式：	 ＮＦ型	 （ＰＦ併用）	

●使用真空管：	 ＥＣＣ８３による	 ３球式	

●入力感度：	 ２ｍＶ	 （PHONO-１、２共通）	

●入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ：	４７ＫΩ（PHONO-１、２共通）	

●定格出力：	 ２２０ｍV	

●出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ：	 ６００Ω	

●トータル・ゲイン：	 ４１ｄＢ	 （１ＫＨｚ）	

●最大許容入力：	 ４００ｍＶ	 （１ＫＨｚ）	

●最大出力電圧：	 ４４Ｖ	 （１ＫＨｚ）	

●定格歪率：	 ０．０１％以下	 （定格出力時）	

●セパレーション特性：７５ｄB（20～20000Hｚ）	

●ＲＩＡＡ偏差：	 ±０．２ｄＢ以内	

 

●外形寸法：	４３５（Ｗ）x１４６（Ｈ）x３６０

（Ｄ）	

●重	 	 	 量：	 約	 １４ｋｇ	

●消費電力：	 約	 １１Ｗ	

●ＡＣ出力：	 ＳＷＩＴＣＨＥＤが	 １系統、	

ＵＮＳＷＩＴＣＨＥＤが	1 系統	

	

	

 


